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京都画廊連合会ニュース

 日
 会　場 曜

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 ¹⁰⁄₁
土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐㊊ 火 水 木 金 土 ㊐㊊ 火 水 木 金 土 ㊐ 月

京都府
京都文化博物館
中京区高倉通三条上ル

222-0888

京 都 学 ・ 歴 彩 館
左京区下鴨半木町1-29　723-4831

2F

3F

4F

5F

6F

別館

　東山魁夷は、清澄で深い情感をたたえた風景画により、戦後の日本画の世界に大きな足跡を
残しました。自然と真摯に向き合い、思索を重ねながらつくりあげたその芸術世界は、日本人
の自然観や心情までも反映した普遍性を有するものとして評価されています。
　1908（明治41）年、横浜に生まれた東山魁夷は、東京美術学校を卒業し、ドイツ留学の後、
太平洋戦争への応召、肉親の相次ぐ死といった試練に見舞われますが、そうした苦難のなか風
景の美しさに開眼し、戦後はおもに日展を舞台に「残照」や「道」といった風景画の名作を数

多く発表しました。
　本展は生誕110年を記念し、戦後の日本を代表する国民的
画家と謳われた東山魁夷の画業を代表作でたどるとともに、
構想から完成までに10年を要した東山芸術の記念碑的大作
「唐招提寺御影堂障壁画」が再現展示されます。御影堂の修
理に伴い、障壁画も今後数年間は現地でも見られないため、
御影堂内部をほぼそのままに間近に見ることができるたいへ
ん貴重な機会となります。
　東京では10年ぶり、京都では30年ぶりに開催される本格的な回顧展となります（金曜
と土曜：夜間開館午後９時まで）。

　　展覧会場１　細見美術館：９月１日（土）～10月８日（月・祝）10：00AM～６：00PM
　　　　　　　　入館料：1,000円　学生800円
　　展覧会場２　京都市美術館別館：９月１日（土）～９月15日（土）９：00AM～５：00PM
　　　　　　　　入場料：無料
　　展覧会場３　みやこめっせ：９月19日（水）～９月27日（木）９：00AM～５：00PM
　　　　　　　　入場料：無料
　見 どころ－１御大礼・行幸を描く、屏風の競演：東山天皇の即位図屛風［貞享４年（1687）］を中心に、後
陽成天皇の聚楽第行幸［天正16年（1588）］、後水尾天皇二条城行幸［寛永３年（1626）］を描いた絢爛な屛
風が一堂に！

　見 どころ－２、五大例の大型模型出現：東山天皇の即位礼復元模型（初公開、京都宮廷文化研究所）、大正
大礼即位式模型（京都宮廷文化研究所）など、ダイナミックな復元模型が登場。厳かにして雅な儀式の全容を実感。

　見 どころ－３、御大礼と京都の関わり：昭和天皇の御大礼まで、御大礼の舞台であった京都では記念の博覧会も開催、市民が御大礼に
熱い思いで奉祝した。祝宴の料理を担った西陣の老舗料亭からもメニューやボンボニエールを出品！

　見 どころ－４　即位礼・大嘗祭の資料として総覧：重要な儀式を執り行うイメージトレーニングに使われた絵図、儀式、次第を後世に
残す綿密な記録。

と　き／８月29日（水）～10月８日（月・祝）
ところ／京都国立近代美術館（祝日以外の月曜と９/18、９/25休館）
　　　　京都市左京区岡崎公園内　☎075-761-4111

生誕110年 東山魁夷展

明治150年記念／京都の御大礼
― 即位礼・大嘗祭と宮廷文化のみやび ―

「道」　1950年
（東京国立近代美術館
近代美術館蔵）

「大礼記念京都大博覧会
ポスター」

「夕星」1999年
（長野県信濃美術館東山魁夷館蔵）

→10/21

→11/11

京・後藤家の軌跡（～９/９）／信長上洛～京都・織田信長入京から450年～（～９/２）／近衞家 王朝のみやび 陽明文庫の名宝８（９/９～11/４）

祇園祭－油天神山の名宝－
平安博物館回顧展 

－古代学協会と角田文衞の仕事－ 【次回特別展】華ひらく皇室文化 
明治150年記念 明治宮廷を彩る技と美 
10月２日（火）～11月25日（日）西尾維新大辞展 ～京都篇～

第６回 
ハクビ 
和紙 
ちぎり絵
学院 
京都全国
創作展

第８回 
カリグラファーズ・ 
ギルド作品展

華の雫　Look back 50 
重岡良子展　

第38回
聚英展

貸展示室（５F/洋室・ 
150㎡×４室・６F/和室 
・畳敷70畳×３室、 

45畳×１室）のご相談は  
京都文化博物館企画事業
担当（075-222-0895）まで 
お気軽にご相談ください。

第29回光風工芸
「明日へのかたち展」

大森俊次　水彩画
～映画のある風景～

演奏
会

落語
会 台湾藝術家新作展

音楽
会
音楽
会

共生の芸術祭
「アートと障害のアーカイブ・京都」 むす美展 音楽

会
音楽
会

京都アートフリー
マーケット2018秋

講演
会
音楽
会

井田照一展 
（祝日・第２水曜休館）

東寺百合文書展　ギャラリートーク：【前期】平成30年９月27日（木）および10月６日（土） 
　　　　　　　　　　　　　　　　  【後期】平成30年10月18日（木）および10月27日（土） 

　　　　　　　　　　　　　 それぞれ15:30より30分程度
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 日
 会　場 曜

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 ¹⁰⁄₁
土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐㊊ 火 水 木 金 土 ㊐㊊ 火 水 木 金 土 ㊐ 月

京都国立近代美術館
左京区岡崎公園内　761-4111

京 都 国 立 博 物 館
東山区東大路七条西　541-1151

京都市美術館
左京区岡崎公園内
771-4107

本　館

別 館

京都府立
文化芸術会館
河原町府立病院前
222-1046

1F

2F

3F

京都府立堂本印象美術館
北区平野上柳町26　463-0007

企 何必館・京都現代美術館
東 山 区 祇 園 町 北 側　525-1311

企
髙　 島　 屋
下京区河原町四条下ル

221-8811

画　廊

グランド
ホール

企
大　　　 丸
中京区四条高倉
211-8111

画　廊

アート
サロン

ミュー
ジアム

企 中 信 美 術 館
上京区下立売油小路東入 　417-2323

企 並河靖之七宝記念館
三条通北裏白川筋東　752-3277

企 美術館「えき」KYOTO
J R京都伊勢丹７F　352-1111

 日
 会　場 曜

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 ¹⁰⁄₁
土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐㊊ 火 水 木 金 土 ㊐㊊ 火 水 木 金 土 ㊐ 月

貸 アートギャラリー北野
中京区三条河原町東入　221-5397

1F

2F

貸 企 Art Spece MEISEI
中京区寺町竹屋町上ル　744-0122

貸 企 アートスペース柚（ゆう）
東山区二条通東山西入　090-6916-5353

貸 企 アートギャラリー博宝堂
左京区岡崎神宮道東側　771-9401

貸 企 アートギャラリー鵬休堂
東山区東山五条上ル西入ル　541-3805

貸 企 綾小路ギャラリー武
下京区綾小路高倉東入ル　351-4787

企 イムラ・アート・ギャラリー
左京区丸太町川端東入　761-7372

貸 芸 艸 堂 画 廊
中京区寺町二条下ル　231-3613

企 絵 草 子
東山区新門前通東山西　551-9137

企 貸 延寿堂ギャラリーソフォラ
中京区二条寺町東入　211-5552

企 御 池 画 廊
北区小山北上総町20-2　492-3083

企 カ ギ ム ラ 画 廊
中京区河原町四条上ル東入　221-2996

企　　　　　　：企画および常設を中心に活動する画廊　 貸　　　　　　：貸画廊

→10/8
→10/8

→11/25

→10/4

→10/2

→10/2

→10/2

→10/2

→10/11

→12/16

→10/8

→10/2

（3F） 生誕110年　東山魁夷展（９/３、10、18、24休館）

（4F） 「水に映る影、水の戯れ」・「バウハウスへの応答」・「民芸運動の作家たち」（９/３、10、18、24休館）

　特集展示「謎とき美術！最初の一歩」
特別展

京（みやこ）
のかたな
匠のわざと雅
のこころ

特集展示（月曜休館） 
「百萬遍　知恩寺の名宝」

再整備工事のため、本館閉館中 
（別館のみ開館。）

明治150年・平成30年記念 
「京都の御大礼－即位礼・大嘗祭と宮廷文化のみやび－」

展

第43回 
日中友好京都きりえ展 平成30年度 

京都書道連盟展第22回
日下部美術教室展

第37回蒼
林社展 
（日本画）

第48回 光陽会京都
支部展（洋画） 第42回 日本画光玄展 第48回 

京都写真芸術家協会展
第87回 創紀展 
（美術総合）

第49回 
装研会 
（工芸）

第23回 日本画展きら
第51回 

京都医家芸術
展（美工総合）

2018日本美術会 
京滋奈会員展

第47回 
遊於書展

仲々会 
（洋画）

蘭島閣美術館コレクション　京の日本画家が描く情景
堂本印象　花鳥・動物の魅力

休館 いま、又、吉田カツ展（祝日以外の月曜休館）

林孝二展
（日本画） 原　稔・依子　陶展

有職御人形司　十二世 
伊藤久重展

文化功労者今井政之 
米寿展（陶芸）

技と和み　木彫秀作展

加古勝己
作陶展－還－ 時の移ろい 曲子明良展 河野桂一郎展

－美しい女性たち－（洋画）

大和円照寺 
山村御流 
いけばな展

第35回記念 
戸塚刺しゅう展 有職御人形司　十二世　伊藤久重展 再興第103回　院展

秋の茶道具展 光のルネッサンス 
加國哲二　油彩画展

第３回 
谷口和正　油絵展

Wings
～羽ばたく洋画家たち～

～陽だまりからの贈り物～
阿部千鶴展

東山魁夷 
生誕110年記念 
巨匠版画展

矢合直彦　作陶展 中山千明　日本画展 Wings
～羽ばたく洋画家たち～ 北村典子　日本画展

畠中　光享 日本画展 
観想（かんそう）－歴史と自然から学ぶ－

長期休館中 開館15周年記念　秋季特別展　並河靖之－心の七宝

おさるの
ジョージ
展

フランス国立図書館版画コレクション  
ピカソ　版画をめぐる冒険

池山れい展
深青（平面）

深沢尚宏展
軽やかなしつらえ（平面）

正門春子　猫だらけ展 
（平面）

波賀野文子展（平面）
たゆたうオオサンショウウオ

42回 
サンデーサークル展

石黒玄季・森紗貴　二人展
（京都精華大日本画コース）

ファンタジア展
（京都造形大イラストレーションコース）

京都大学鉄道研究会 
写真展

滝村彩子展 
（日本画）

第一回 
デコパージュ作品展 
－和のはじまり－

福田浩之展 
（日本画）

常設展（貸ギャラリー受付中） 重達夫　懐古展（水曜休廊）

関西美術院の画家たちⅢ
（月曜休廊）

Kyoto Arts & Crafts

貸ギャラリー受付中

永島千裕個展「Sign」　12：00～６：00PM 
９/９以外の日・月・祝休廊

木版画常設展（貸画廊受付中）

常設展示

夏期休廊 常設 
（ガラス、陶磁） 休廊

野上千晶展－物語を奏でる器－Ⅳ 
（陶芸）

洋画／日本画常設展 
青木敏郎・伊谷賢蔵・池田遙邨・熊谷守一他

日本画・洋画常設展
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〔今月の展覧会より〕

　この度、奥村厚一展を開催させて頂きます。前回、二女 香苗様のご協力のもとに作品集を制作させて頂いてから早19
年の歳月が経ちました。今回の展覧会は小品ばかりですが作品の前に立つと清々しく感じるのは私だけではないと思いま
す。
　まだまだ暑い日が続きますが、このひととき爽やかな風を感じていただければ幸いです。

奥村厚一 展 －温かき光の画家－
と　き／９月１日（土）～９月17日（月・祝）10：00AM～６：00PM
ところ／ギャラリー鉄斎堂（６日休廊）　☎075-531-6164
　　　　京都市東山区新門前通東大路西入ル梅本町262

　京都工芸繊維大学野口研究室（インテリアデザイン）が
空間演出する、陶器をつかったアクセサリーのマルシェで
す。「京焼を楽しく知る」をコンセプトとして掲げていま
す。京都で生まれる陶磁器の魅力を、アクセサリーという
身近なもので表現することで、より多くの人に京焼の魅力
を伝えることができたらと思っています。
　アクセサリー作家は京都を拠点に活動しており、その多
くはうつわや花器なども製作しています。パーツから思い
描くものを生み出すことのできる、陶器のアクセサリーは、
多くの工程を要しますが、一つ一つが手作りのため、それ
ぞれに独特の味わいがあります。美術品を身に着ける感覚
で毎日使って頂く事で、あなたの毎日を彩ります。自分へ
のご褒美に、誰かへの贈り物に、ちょっとした手土産に、
「とっておき」を選んでください。

出品作家：
佐藤健太　小川文子　加藤久美子　くすのきなぎさ　花本
幸　Käthe　 藤原芙由美　細川恵

　安田宏定さんは、ポップな器が人気の作家さんです。
　うつわの中の「動き・流れ・リズム」を意識して、優し
いクリーム色の釉薬と黒色の掛け分けや、カラフルな色釉
の垂らし掛けで、独自のデザインを展開されています。そ
の器は、見る人・使う人の心を楽しく飾ってくれるようで
す。本展では、大作と食器に加えて、新シリーズも展覧い
たします。安田さんの、こころを飾る器の世界をお楽しみ
下さいませ。

安田宏定　陶歴
1983年　名古屋市生まれ
2008年　祖父　安田全宏に師事
2012年　京都美術工芸ビエンナーレ入選
2016年　ドームやきものワールド2016 新作器展
　　　　 男前USTUWA 部門 ドームやきものワールド賞 

受賞
2017年　京都陶磁器会館１Fにて 個展

安田宏定 陶展　～飾る～ やきセサリーマルシェ ～京・陶・飾～ ceramic × fashion
と　き／９月14日（金）～９月26日（水）10：00AM～６：00PM

ところ／京都陶磁器会館　京都市東山区東山五条上ル　☎075-541-1102
と　き／９月28日（金）～10月３日（水）10：00AM～６：00PM

「墨汁彩大鉢」

「残雪林道」 「秋渓」 「照る海（潮ノ岬）」 「早春」
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〔今月の展覧会より〕

　何百年ものときを経たものに偉大さを感じています。長い年月の積み重ねによって生まれる経年変
化「新しさ」には真似できない重みと美しさを感じます。
　私はグラフィックデザインを学びました。そしてそれを入口にしてさまさざまなアートに出会い、
その中でも室町から江戸時代にかけての絵師たちの影響を受け、独学で絵を描き始めました。彼らの
空間構成や花鳥の華美な世界に酔ったのを今でもはっきり覚えています。私はその花鳥の世界をアッ
プデートし現代の空間に合う軽やかな和の世界を作りたい
と思っています。
　今回、京都では初めての個展となります。江戸時代以前
に見られた古典の美しさと、現代的ビジュアルであるグラ
フィックの軽やかさを融合させた新たな和をご覧くださ
い。
 〈深沢〉　　
略歴
1976　長野県長野市生まれ
1999　大阪芸術大学卒業
2001　桑沢デザイン研究所 卒業
2013　LUMINE meets ART AWARD 2013 ／準グランプリ
2014　Art Santa Fe 2014 （サンタフェ USA）
2014　Salon Art Shopping 2014（パリ フランス）
2015　Art Busan 2015（釜山 韓国）
2018　シンビズム展（長野県内４美術館にて同時開催企画）
他個展、グループ展など。現在、神奈川県川崎市 在住。

深沢尚宏展 ―軽やかなしつらえ―
と　き／９月５日（水）～９月10日（月）11：00AM～７：00PM 
ところ／アートギャラリー北野1F
　　　　京都市中京区三条通河原町東入ル　☎075-221-5397

アートスペース○柚  YOU
　　　Art Space You
所 在 地：〒606-8352 京都市左京区二条通東山西入
Ｔ Ｅ Ｌ：090-6916-5353
E - m a i l：toyoda.sigeko@ares.eonet.ne.jp
定 休 日：不定休（主に水曜）
画廊区分：貸／企画
営業時間：12：00～６：00PM
貸 料 金：60,000円・週
昨年オープンして１年、ご利用ご来場を賜り感謝申し上げます。作家の皆様の自由な発表の場芸術に触れる鑑賞の場、
創る人　観る人が共に楽しめる空間をめざして努力して参ります。
皆様のお力添えをよろしくお願いいたします

開廊１周年記念展
「重　達夫 懐古展 ― 重達夫の愛したヨーロッパの風景」
９月16日（日）～９月29日（土）（水曜休廊、12：00～18：00）
このたびご縁があって重達夫先生の懐古展をさせていただきます。
先生は50歳を過ぎた頃から毎年スケッチ旅行に出かけ、ヨーロッパ
の風景を好んで描かれました。パリの郊外、ナポリ、ギリシャのサ
ントリニー島など、20世紀後半の懐かしいヨーロッパの風景です。
楽しんで頂ければ幸いです。

重 達夫略歴
1946年　戦後地洋画家として政策を開始、行動美術展、京展などに出品 
1955年　京都市美術館長に就任。
1961年　 日仏美術交流に尽くした功績によりフランス政府よりフランス

文化勲章を贈られる。
1974年　行動美術協会会友に推される。
1975年　京都大丸で個展開催、以後個展多数開催。
1980年　福井県立美術館長に就任。
1990年　９月28日逝去。享年80。

〔新入会画廊紹介〕

蓮／夏

南天／冬

燕子花

鳥（吽）青
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〔今月の展覧会より〕

　日本を代表する銅版画家のひとりとして活躍し、2017年１月、92歳で逝去し
た深沢幸雄の遺作展のご案内です。ギャラリー白川は、深沢作品を1985年から
の1995年にかけて４回の個展で紹介するご縁を頂きました。画廊コレクション
から深沢作品を展示して、深沢幸雄氏を偲びたく思います。
　深沢は、戦後の焼け野原の中で、独学で銅版画の技術を取得し、次々と作品
を発表していきます。深沢の著書「銅版画のテクニック」（1966）は、今でも
銅版画を学ぶ人たちの座右の書です。銅版画家で多摩美大の教授であった駒井
哲郎が亡くなった後、深沢は、教授として若い人たちに銅版画の指導をしてい
きます。また、深沢は、電動ベルソーを開発することで、大型メゾチントとい

う新たな表現への道を開きま
す。深沢の作品は、大きく初期
のモノクロームの時代、メキシ
コの時代、叙情的なメゾチント
の時代に分けられますが、今展
では、初期の50年代のモノクロ
作品４点、60年代のメキシコ時
代の作品１点、80年代のメゾチ
ントの代表作を中心に12点の合計17点の作品を展示。合わせて、深沢の毛
筆の「書簡」を何点か展示致します。
　どうぞ、ご高覧下さいませ。なお、偶然にも、深沢の故郷、山梨県立美
術館でも９月１日～10月８日まで深沢幸雄追悼展が開催されます。

　この度、「嚆矢祭 其之百三　土田康彦ヴェネツィアンガラス展－せぬひま－」を開催致します。
水の都ヴェネツィア・ムラーノ島に工房を構える唯一の日本人である土田康彦。今回はその２回目となる展覧会です。職
人として、芸術家として純粋な情熱を込めた作品の数々をぜひこの機会にご高覧下さいませ。
〈展覧会に向けてのコメント〉
　「せぬひま」は、能の上演における「何もしていないところ」のことで、謡が声を出していないところや、仕舞が止まっ
ているところなどを指しているようだ。それも、ただ「何もしていないところ」ではなく、意識を張り詰め、緊張感に満
ちた、充実した「何もしていないところ」。 
　さらにその充実はわざとらしく感じられるのではなく、自ずから外に滲み出る、そのような境地を指しているとのこと
だ。そこに至るには日常の不断の鍛錬が重要であるという。世阿弥の言葉は難解で、僕のような凡人にはなかなか理解し
がたいものだったが、それから２年間、僕は新作のコンセプトさえ考えることもなく、発表する機会や納期すらも気にせ
ずに、ただ一意専心に作り続けた。純粋に全身全霊でガラスと向き合うことに没頭した。まるで「作る」という行為が作
品を完成させるための手段なのではなく、それ自体が目的であるかのように、僕はひたすら作り続けた。
 （土田康彦 2018 夏 ムラノ島にて）
【土田康彦　略歴】
1969年　大阪市に生まれる。
1988年　辻調理師専門学校卒業と同時に日本を離れ、パリで食と芸術の道を目指す。
1992年　イタリア・ヴェネチアへ住まいを移す。　　1995年　ムラノ島にてガラス制作に携わる。
1996年　スキアヴォン・ガラス社アート・ディレクターに就任。
1996年　日本の竹をモチーフとするガラス彫刻『バンブー・コレクション』を発表。
2003年　ヴェネチア・ガラス研究所理事長に就任。
2004年　ドゥッセルドルフにて名誉技術賞受賞。
2008年　トスカーナ・グロセト市より文化振興貢献者褒賞受賞。
2008年　 ヴェネチアで行われた第11回オープン国際彫刻展に出展し、最優秀グランプ

リ受賞。
2010年　三宅一生『IM10』プロジェクトのコンペに招待参加。
2013年　 『運命の交差点』を発表。透明感のある色彩ガラスと研磨技法により作品コン

セプトを見事に具現化。
2014年　第53回日本現代工芸美術展にて現代工芸賞を受賞。
2015年　ミラノ万博・日本館にて書家・紫舟氏の書をガラスで造形した彫刻作品を発表。
2015年　作品集「運命の交差点」を出版。
　　　　全国カタログ展にてフジサンケイビジネスアイ賞と金賞をダブル受賞する。
2015年　沖縄県立美術館で個展「DNA－民族性」を開催。
2016年　ヴェネチア・ビエンナーレ国際建築展・日本館において制作協力。
2017年　創流90周年を迎えた草月流四代目家元勅河原茜とコラボレーションを行う。
2017年　歴代作品がフロリダ・イマジン・ミュージアムに永久収蔵となる。

深沢幸雄遺作展 ―悠久の流れに―

嚆矢祭 其之百三　
土田康彦ヴェネツィアンガラス展 ―せぬひま―

と　き／9月11日（火）～9月30日（日）12：00～６：00PM
ところ／ギャラリー白川（東山安井信号東入下ル・会期中無休）

と　き／９月20日（木）～９月30日（日）10：00～６：00PM
ところ／大雅堂／１F・２F展示室（会期中無休）

まぼろし 1958
ディープエッチング・他

36.4×29.2cm

彼方の天使 1985　メゾチント・他、36.0×69.4cm

透明酒場 1984　メゾチント・他　36.1×69.5cm

夜空の鳥 1988 
メゾチント・他
22×19.6cm

「青海原」
58×38×15cm

「幸せな屋根の下」
48.5×40×21cm
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　文化庁の京都本格移転が近づいてきました。けれど「文化庁って何？」と多くの人は「？」ばかり、あまり関心が高
まっているようにも思えません。文化庁の方も「京都ってどんなところ？」と思っていらっしゃるかもしれません。この
際、地元京都の状況を踏まえた京都からの意見発信、文化庁をはじめとする文化行政全般との意見・情報交換の場を、一
般府・市民に開かれた形で設ける必要があるのではないか？それが、日頃多くの作家や美術・文化を愛する市民と接して
いる私たち京都画廊連合会の責務ではないかと考え、企画したものです。多数の皆様方のご参加をお待ちしています。

　　〔プログラム〕
　　６：30PM～７：00PM　講　　　　演　松坂浩史氏「文化庁の京都移転で目指すもの～新・文化庁とは～」
　　７：00PM～８：30PM　シンポジウム　「文化庁は京都に何を求め、京都は文化庁に何を求めるのか？」
　　　　　　　　　　　　　　 登壇者：文化庁地域文化創生本部　　　　　事務局長　松坂　浩史 氏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 京都府文化スポーツ部文化芸術課　課　　長　森木　隆浩 氏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 京都市美術館　　　　　　　　　　館　　長　潮江　宏三 氏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 美術評論家　　　　　　　　　　　　　　　　太田垣　實 氏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 画家・京都造形芸術大学　　　　　教　　授　川村　悦子 氏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 京都画廊連合会　　　　　　　　　　　　　　星野　桂三
　　　　　　　　　　　　　　 コーディネーター：京都新聞論説委員　　　　　　　　山中　英之 氏

　　　　　　　　　　　　　　 主　催：京都画廊連合会　　　　　　　　　　　共　催：京都府京都文化博物館
　　　　　　　　　　　　　　 協　賛：きょうと地域創世府民会議協賛事業　　後　援：京都府、京都市
　　　　　　　　　　　　　　 協　力：文化庁 地域文化創生本部

山中　英之 ◆やまなか ひでゆき
京都新聞論説委員
1956年奈良県生まれ。早稲田大学第一文学部露文科卒。
82年に京都新聞社に入社。文化部、滋賀本社デスク、文化報道部長、論説委員長などを経て2016年から
現職。連載に「戦争と京都美術」、著書に哲学者鶴見俊輔さんへの聞き書き「読んだ本はどこへいった 
か」（潮出版）など。

文化庁は京都に何を求め、
京都は文化庁に何を求めるのか？

と　き／平成30年10月３日（水）６：30PM～８：30PM
ところ／京都文化博物館・別館ホール（定員200名）
　　　　入場無料、予約不要

〔京都文化博物館開館30周年記念／京都画廊連合会主催シンポジウム〕

登　壇　者

コーディネイター

松坂　浩史 ◆まつざか ひろし
文化庁地域文化創生本部事務局長
1967年生まれ。早稲田大学を卒業後、外資系コン
サルティング会社勤務を経て、94年に文部省（現
文部科学省）入省。文化庁伝統文化課課長補佐、
文部科学広報官、馳浩文部科学大臣秘書官、大臣
官房参事官などを歴任。2017年4月、文化庁の京
都への移転に先立って京都市東山区内に設置され
た地域文化創生本部の事務局長に就任。

潮江　宏三 ◆しおえ こうぞう
京都市美術館館長
1947年香川県生まれ。
74年京都大学大学院文学研究科博士課程美学美術
史学終了。
京都市立芸術大学教員となり、西洋美術史を教え
る。京都市立芸術大学名誉教授。

川村　悦子 ◆かわむら えつこ
画家・京都造形芸術大学 教授
1953年　滋賀県長浜市生まれ。
1980年　京都市立芸術大学西洋画専攻科修了。
1990年　平成元年度京都市芸術新人賞（京都市）。
2001年　文化庁優秀作品買上。
2004年　文化庁芸術家在外研修員（ミラノ）
　　　　（～’05）。
2010年　第28回京都府文化賞功労賞（京都府）。
2012年　第25回京都美術文化賞
　　　　（中信美術奨励基金）。
2017年　平成28年度京都市文化功労者（京都市）。

森木　隆浩 ◆もりき たかひろ
京都府文化スポーツ部文化芸術課 課長
1982年京都府庁採用後、京都府の総合計画の策定
や情報政策などを担当。2013年から中小企業支援
や映画・コンテンツ産業の振興、伝統産業の振興
等に携わった後、17年から現職。京都府文化力に
よる未来づくり条例の制定、文化芸術の振興、文
化を活かした産業の振興や地域活性化などに取り
組む。

太田垣　實 ◆おおたがき まこと
美術評論家
1947年兵庫県生まれ。
大阪外国語大学（現・大阪大学外国語学部）卒 
業。京都新聞編集委員・論説委員、京都芸術セン
ター運営副委員長、大阪成蹊大学芸術学部美術学
科教授などを歴任。著書に「京都美術の新・古・
今」（淡交社）など。

星野　桂三 ◆ほしの けいぞう
京都画廊連合会 役員
1943年京都市に生まれる。
67年同志社大学商学部卒業。
73年星野画廊を東山区三条大橋東入に開設。
82年現在地の東山区神宮道三条上るに移転する。
2004年著書『石を磨く－美術史に隠れた珠玉－』
を産經新聞社より刊行する。開業以来、美術史に
埋もれた不遇の画家と作品を発掘して展覧会を開
催する傍ら、全国各地の公立美術館作品資料収集
／購入評価委員を務める。京都画廊連合会ニュー
ス（1975年４月発刊第１号）の通巻85号（1982年
６月号）から編集に携わっている。
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 日
 会　場 曜

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 ¹⁰⁄₁
土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐㊊ 火 水 木 金 土 ㊐㊊ 火 水 木 金 土 ㊐ 月

企 画 廊 え ん じ ゅ
東山区三条通古川町東入ル　050-3557-1723

企 画 廊 き よ み ず
東山区清水五条坂　525-2062

企 貸 画 廊 後 素 堂
中京区新町丸太町下ル　231-0938

企 画 廊 た づ
東山区神宮道三条西入ル　771-8225

貸 ぎおんギャラリー八坂
東山区祇園町南側　525-1717

企 貸 ギ ャ ラ リ ー 梧 桐
左京区岡崎南御所町40　752-2058

貸 企 ギ ャ ラ リ ー M
中京区蛸薬師高倉西　221-0979

貸 ギャラリーカト
中京区寺町御池下ル 231-7813

1F

2F

企 貸 ギャラリーかもがわ
上京区堀川出水西入　432-3558

貸 ギャラリー祇園小舎
東山区四条通縄手東入　551-3828

貸 ギャラリー吉象堂
中京区三条柳馬場東　221-3955

企 貸 ギャラリーCreate洛
中京区丸太町通堺町角　708-7898

企 G a l l e r y  G - 7 7
小川通丸太町下ル　090-9419-2326

企 貸 ギ ャ ラ リ ー K
中京区寺町二条下ル西側　255-7518

貸 企 ギャラリー恵風
左京区丸太町東大路東入 771-1011

1F

2F

 日
 会　場 曜

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 ¹⁰⁄₁
土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐㊊ 火 水 木 金 土 ㊐㊊ 火 水 木 金 土 ㊐ 月

貸 ギ ャ ラ リ ー 佐 野
中京区寺町蛸薬師西北角　221-2767

企 ギャラリー三条祇園
中京区寺町通御池上ル　221-6401

企 ぎゃらりぃ思文閣
東山区古門前大和大路東入　761-0001

企 ギ ャ ラ リ ー 白 川
東山安井東一筋目南　532-2616

貸 ギ ャ ラ リ ー 翔
左京区北山通下鴨中通東　724-8154

貸 企 ギ ャ ラ リ ー 16
東山区三条通白川橋西入上ル　751-9238

企 ギ ャ ラ リ ー 創
中京区河原町御池上ル　251-0522

貸 ギ ャ ラ リ ー 象 鯨
中京区姉小路柳馬場東　253-0738

貸 企 ギャラリー TAJIRO
東山区縄手通新橋下ル　0774-27-1733

貸 ギャラリー Little House
下京区室町四条下ル　090-9977-1559

企 ギャラリー鉄齋堂
東山区新門前東山西　531-6164

貸 企 ギャラリー富小路
下京区富小路綾小路下ル　090-7095-0576

企 ギャラリーなかむら
中京区姉小路河原町東　231-6632

企 貸 ギ ャ ラ リ ー 中 井
中京区木屋町三条上ル　211-1253

企 ギャラリー白梅園
北区北野上白梅町63　461-0427

貸 企 ギャラリーヒルゲート
中京区寺町三条上ル 231-3702

1F

2F

〘短信〙 京都画廊連合会ニュースの展覧会紹介記事で掲載している作品の画像は、当画廊のホームページ（http://www.kyoto-art.net/）では、  
 すべてカラー図版として掲載しています。どうぞお楽しみください。

貸画廊受付中

日本画常設展

貸画廊受付中

日本画常設展（日祝休廊）

折り紙作品の展示
今井雄大・中村康佑・村山聖 

橋本遼・佐藤史和・大竹康智・小木曽浩也

墨彩画展（黒岩豊隆） 
（水彩画・石仏の観音・お地蔵

様のやさしい野仏）

洋服とアクセサリー
廣瀬光美

貸ギャラリー受付中

阿波踊りと風の盆展 
（松本祐佳）

音楽を絵にする展 
（京信ロビーコンサートより）（松本祐佳）

彩耕会 同志社クラマ画会 
OB会展

小木曽久代グループ展 
（三軌会の仲間達）

小金塚日本画教室 立命館第８回 
RUAえんじ展荒創会展

貸ギャラリー受付中

水彩画　六人展 秋のおしゃれ
着物展

第７回 
ボタニカルアート三人展

同志社大スケッチクラブOB 
第11回S38卒有志スケッチ展

龍谷大学写真部 
新人展

三谷紘子
展 

（洋画）

片山侑胤　日本画展 
（日本画）

大槻博路展 
（洋画）

中村宗男展
～風の記憶～（洋画）

日本画猪飼諭展
－琴線の震え－（日本画）

常設展（日・月休み）

秋の絵画コレクション展 
（木・金休廊）

武蔵篤彦展（平面）（月曜休廊） 西久松友花展（陶芸） 藤信知子展（陶芸） 大森啓展（平面）
京都精華大学大学院生による 
陶芸と版画（月曜休廊）

日本画三人展（平面）
井関律葉・小曽根愛加・佐々木優 森田孝夫展（平面）（月曜休廊）

貸ギャラリー受付中

思文閣大入札会下見会

深沢幸雄遺作展 －悠久の流れに－ 
（会期中無休）

ワン・ニャン展（月曜休廊） 
（絵画・陶芸・フェルト他）

川原崎純子オルゴール展 
（オルゴール、木工）

京の染  染・用・要・美 
紀田秀夫展

石村照子展 
（着物リメイク）

池辺政人展（平面） 
（月曜休廊）

南新也展「ideas」 
（平面）

佐々木昌夫展「重い水」（立体造形） 
（月曜休廊）

日本画・洋画・古書画常設展

貸ギャラリー受付中
大
人
手
ぶ
ら

絵
画
教
室

Fruitsjolie
POPUP 
EVENT 　　大人手ぶら絵画教室 泉和子　絵画展

建築家と匠展 
かわな工業 改修 建築家と匠展 

かわな工業
永野静香米寿

展 
門下生小品展

「掌」七人展 京都美術大学交流展

奥村厚一展　－温かき光の画家－ 
（６日休廊） 休廊 常設展 休廊

夏季休廊

美飾會（月曜休廊）安慶田渉・大前史・柴田純生
（陶芸・立体作品）谷内薫・西村充・花岡伸宏

第12回 
楽しい彫塑 
α展

第３回能面花心展
玄正会・日本能面美術協会 小田芽羅展 純国産 

塩野屋お蔵絹展 吉井史朗展

白崎信子ガラス作品展
伊藤隆 
水彩展 司修展 古事記の世界（１F）

賢治の世界（２F）
鶴身幸男展（油） 第７回湫画展

25回洛楽
展 川上力三展（陶） 角りわ子展（陶）
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 日
 会　場 曜

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 ¹⁰⁄₁
土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐㊊ 火 水 木 金 土 ㊐㊊ 火 水 木 金 土 ㊐ 月

企 ギャラリー美楽堂
東山区神宮道三条上ル　761-9710

貸 企
ギャラリーマロニエ
河原町四条上ル東側

221-0117

3F

4F

5F

貸 ギャラリーみすや
中京区三条河原町西入　211-5997

企 貸 ギ ャ ラ リ ー 唯
左京区岡崎神宮道東側　752-0348

企 ギャラリー洛中洛外
山科区清水焼団地内　595-5450

企 貸 ギ ャ ラ リ ー 龍 馬
河原町三条下ル東入　211-7700

企 ギャルリー正観堂
東山区切通新門前上ル　533-4110

企 ギ ャ ル リ ー 宮 脇
中京区寺町二条上ル　231-2321

企 貸 ギャルリー百音（もね）
左京区岡崎神宮道東側　708-2138

貸

ギ ャ リ エ
ヤ マ シ タ
中京区寺町三条上ル
231-6505

1号館
1F

2F

2号館
1F

2F

企 現 代 美 術　 艸 居
東山区門前大和大路東入　746-4456

貸 企 京 都 ギ ャ ラ リ ー
中京区烏丸通錦上ル東側9F　257-5435

企 京都芸大ギャラリーアクア
中京区御池通堀川東入　253-1509

 日
 会　場 曜

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 ¹⁰⁄₁
土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐㊊ 火 水 木 金 土 ㊐㊊ 火 水 木 金 土 ㊐ 月

企 京都芸術センター
中京区室町蛸薬師下ル　213-1000

企 京都市学校歴史博物館
下京区御幸町通仏光寺下ル　344-1305

貸 企 京都写真美術館
東山区神宮道三条上ル　746-2931

1F

2F

企 京都陶磁器会館
東山区東大路五条上ル　541-1102

1F

2F

貸 企 京都万華鏡ミュージアムアートスペース
中京区姉小路東洞院東入　254-7902

貸 企 堺 町 画 廊
中京区堺町御池下ル　213-3636

貸 里 見 有 清 堂
中京区堺町三条上ル　221-5423

企 蔵 丘 洞 画 廊
中京区御池寺町東入　255-2232

企 大 雅 堂
東大路通祗園上ル　541-7388

企 梅 軒 画 廊
中京区烏丸四条上ル　221-3510

企 貸 ポルタギャラリー華
下京区京都駅前地下街　365-7533

企 星 野 画 廊
東山区神宮道三条上ル　771-3670

企 松 本 松 栄 堂
中京区寺町夷川上ル　212-0626

企 村 田 画 廊
左京区松ヶ崎泉川町18-4　703-8960

貸 ヤマモトギャラリー
中京区姉小路寺町東入　231-2341

発行：京都画廊連合会　京都市中京区高倉三条上ル　京都府京都文化博物館内（☎222－0895）
〔京都画廊連合会ニュースの購読予約受付中〕１年間￥2,000円です。毎月末にお手許に届けられます。申込みは星野画廊（☎771－3670）まで振込用紙をご請求ください。
http://www.kyoto-art.net/

→10/28

→10/17

→10/3

→10/5

日本画常設展

休廊

片岡利恵（写真） 坂本森海（陶器）
西風グラフィックス 西風グラフィックス

Young Ha Lee テキスタイル 木村杏杏（立体）

米村優人 鎌田顕吉（立体） Japan Glass Art Society 
会員展ガラス 絵画tomorrow展 絵画

岡本昇　絵画展 花夢展 絵夢の会 西川みち子　個展 
（陶芸・日本画）

夏休み 東北の手わざ展 明日香むらの吹きガラス 
高橋直樹展（月曜休廊）

色エンピツ・水彩 
グループ展

陶芸作品常設展

龍馬と酢屋　常設展（水曜休廊）

常設展（水曜休廊）
リスベット・スクート・クリスチャンセン

練り上げ手　茶陶と食器展 
（会期中無休）

“THE ESSENCE”ギャルリー宮脇常設展（１：00～７：00PM、日・月定休）

秋の茶道具 ＆ 天田毅新作陶芸展／絵画・工芸在庫処分市 
（３・10日休廊）

長岡京市 
デッサン絵
の訓展

パリの画家二人展
ミッシェル・ジョン＆五百崎智子 四季の会　水彩画展 大人のこども会展 

（絵画）
グループ０（サイファ） 

書作展
精秀展（絵
画）

松田節憲水彩画展 中井水彩画教室展 We are young 2（書道） 水彩画仲間展
The Third Yoriko Exhibition 
（アクリル画・チョークアート） 渡辺未知（写真）

青木千絵展（日・月休廊）

貸ギャラリー受付中

三大学染織専攻学生選抜展 　　　　　　　 クリスチャン・ヤンコフスキー「Floating World」大谷史乃・長町那美・前田菜月「人工的品」

キウチ芸術センター展 Project kyoto - Circuling EchoThe Instrument Bullers Project

京都の学校史をたどる－小学校編－（水曜休廊）

常設展 吉田信介写真展 
《花の宇宙》

きつのえいじ写真展 
《雪月花》 小池義弘写真展《MILLENNIALSな球児たち》

KYOTO　FOTO　SHOP展

京都日吉製陶協同組合青年会展
守崎正洋　陶展 賀泉窯展

安田宏定　陶展　～飾る～ やきセサリーマルシェ 
京・陶・飾

第３回
初音学区 
文化作品展

ときおり会展 第24回 大萬画展 第35回 雲の会写真展

画廊改装のため休廊します

貸画廊受付中

角偉三郎・清水公照・棟方志功・須田剋太などによる　書・画・工芸展 
（日祝休廊）

常設展 土田康彦ヴェネツィアンガラス展 
－せぬひま－（無休）

日本画・洋画常設展 
（日祝休廊） 夏期休廊 日本画・洋画常設展 

（日祝休廊）
村田
晃陽展

木村千鶴・日本刺繍画展 
～絹のかがやき～

技を楽しむ ～工芸の美2018～
前期　９/18～23　　後期　９/25～30（24日休館）

明治・大正・昭和名作発掘品展（日・月休廊） 休廊

新古書画常設展

常設展（火・祝休廊）

貸ギャラリー受付中


